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IT サービス企業

株式会社 JSOL
JSOL が顧客企業向けの仮想化基盤を刷新し、パフォーマンスと
信頼性・可用性を大幅に向上させました。本システムでは、デー
タ保護とBCP 対策を強化するために、オンプレミスとパブリック
クラウドを連携させる理想的なハイブリッド運用を実現しています。

お問い合わせ

JSOL がNetAppオールフラッシュアレイを採用し、顧客企業向けの仮想化基盤を刷新しました。
中核となるストレージシステムのパフォーマンスと信頼性・可用性を強化することで、仮想化基盤
全体のサービス品質を向上させることが大きな狙いです。さらに、NetApp Cloud Volumes 
ONTAP for AWSを採用し、Amazon Web Service（AWS）とNetApp AFFを連携させるデータ保護・
BCP 対策の仕組みが整備されました。ネットアップのビジョン「データファブリック」を具現化した
ハイブリッドクラウドの先進事例です。

仮想化基盤のデータ保護・BCP 対策強化を
Cloud Volumes ONTAP for AWSと
オールフラッシュアレイ（AFF）のクラウド連携で実現

オンプレミスとクラウドを
連携させる

DR 環境
を実現

重複排除・圧縮により
データ量を

最大               % 削減50
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“Cloud Volumes ONTAPは、AWSを利用したDR環境の構築が可能なだけでなく、
AWSのコンピュートリソースを使って「決められた時間内にサービス再開が可能」
であることが選定の決め手になりました。また、ライセンス体系が柔軟で、他の
クラウドバックアップソリューションよりもコストを抑えることができました”
株式会社 JSOL
基盤サービスビジネス事業部
認定プロフェッショナルITアーキテクト　川邊 哲也 氏

チャレンジ
SaaS のサービス品質向上に向け
ストレージ環境を全面刷新
JSOL は、日本総合研究所とNTTデー
タのグループ企業として、ICTコンサル
ティング、システム構築、運用アウトソー
シングまで一貫したサービスを提供し
ています。JSOL のブランドメッセージ
である『今はない、答えを創る。』には、
一人ひとりが最強の専門家となり、
ICTコーディネーターとして高品質な
サービスを提供する強い意志が込め
られています。基盤サービスビジネス
事業部　認定プロフェッショナル IT
アーキテクトの川邊哲也氏は、次のよ
うに話します。

「基盤サービスビジネス事業部では、
ICTインフラのグランドデザインから、
設計・構築・運用支援サービス、データ
センターサービスなどをトータルに提
供しています。オンプレミス、クラウド、
ハイブリッド環境など選択肢が広がる
中、ICTインフラのエキスパートチーム
として常にお客様に最適な答えを追
求しています」

基盤サービスビジネス事業部が担う
のは、企業の中核を支える業務アプリ
ケーション基盤や、ビジネスクリティ
カルなサービス基盤が中心。中でも、
顧客企業が占有するシステムを最適

に設計・構築し、運用を含めたマネー
ジドクラウドとして提供するサービス
が高く評価されています。

「あるサービスプロバイダー様では、
JSOL のデータセンターに仮想化基盤
を構築し、数百社の顧客企業向けに
アプリケーションサービス（SaaS）を提
供しています。より高品質なサービス
提供を目指すこのお客様のご要望に
応えるために、2017年から2018年に
かけて仮想化基盤を全面的にリニュー
アルしました」（川邊氏）

刷新プロジェクトにおいて、川邊氏を
中心とするチームは「ストレージ環境
を強化して仮想化基盤全体のサービ
ス品質を向上させる」という基本方針
を掲げました。

「既存ストレージをオールフラッシュア
レイに刷新し、パフォーマンスを大幅
に改善するとともに信頼性・可用性の
向上も同時に追求しました。さらに、
データ保護・災害対策の強化も目指し
ました」と川邊氏は振り返ります。

オールフラッシュアレイ製品の選択肢
は増えているものの、JSOLが追求する

「お客様に最適な答え」に合致した製
品は多くはなかったといいます。

「私たちが選んだのはNetApp AFFです。

実績豊富 なレプリケ ー ション 機能
SnapMirrorでバックアップの高速化が
可能になると考えました。VMwareと
連携したバックアップ＆リストアの確実
性では、他の製品よりも明らかに優
位性がありました。さらに、NetApp 
Cloud Volumes ONTAPによる、パブリッ
ククラウドと連携したデータ保護・BCP
対策も視野に入れていました」（川邊氏）

ソリューション
NetApp AFF を採用し
ストレージ環境の性能と信頼性を強化
NetApp AFF は、業界をリードするパ
フォーマンスと、NetApp ONTAP 9の
データ管理機能が高く評価されている
オールフラッシュアレイ製品です。プラ
イマリーストレージとして導入された
NetApp AFF は、本環境では3.8TB の
大容量 SSD を採用して効率的に実効
容量を確保しています。

「複数のオールフラッシュ製品を検討

株式会社 JSOL
基盤サービスビジネス事業部
認定プロフェッショナル ITアーキテクト
川邊 哲也氏 
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した結果、NetApp AFF なら私たちの
要件に完全に応えてくれることがわか
りました。優れたパフォーマンス、エン
タープライズクラスの信頼性・可用性、
バックアップとリストアの効率性、フラッ
シュ/ディスク/クラウド間でスムーズ
なデータ移動が可能なことが採用の
決め手になりました」と川邊氏は話す。

本サービス基盤刷新のポイントは次
の通りです。
①オールフラッシュアレイによる高性

能化・高信頼化
②バックアップとリストアの高速化・確

実性向上
③ DR 環境のパブリッククラウドへの

移行

「既存のストレージからNetApp AFFに
移行したことで、高負荷時でも安定的
なパフォーマンスが得られるようになり
ました。また、HDD 障害への対応から
解放されたことは大きいですね。導入
から1年以上経過しましたがSSDの故
障は一度も発生していません」（川邊氏）

最新の NetApp AFF A シリーズは、業
界で初めて30TB SSDに対応し、フラッ
シュに特化した書き込み処理の最適
化など最先端の ONTAPテクノロジー

を利用できます。

「オールフラッシュアレイは高コストな
イメージがありますが、一定規模以上
であれば容量あたりのコストでもHDD
より有利になります。本環境では、シン
プロビジョニングを利用して容量効率
を高めるとともに、インライン重複排
除とデータ圧縮機能によりデータ量を
最大で50% 削減しています」（川邊氏）

Cloud Volumes ONTAP for AWS に
よりハイブリッド環境でデータを保護

「もうひとつのテーマである『データ保護』
も大幅に強化されました。オンプレミ
スの仮想化基盤では、SnapMirrorによ
る高速な2次バックアップを実施。さら
に2018年4月からは、Cloud Volumes 
ONTAP for AWS を利用して、NetApp 
AFF からAmazon Web Service（AWS）
へのバックアップでデータを三重化し
ています」と川邊氏は話します。

SnapMirror は、NetApp が提供する包
括的なバックアップソリューションの
中核機能として豊富な実績を誇ります。
オンラインでバックアップイメージを
瞬時に取得するSnapshot と、高速な
復元を実現するSnapRestore を組み
合わせることで、安全で確実性の高い

データ保護・BCP 対策を実現。ネット
ワーク帯域が限られた環境でも短時
間でのデータ同期が可能です。

また、Cloud Volumes ONTAP for 
AWS は、強力なONTAPストレージOS
の機能をAWS 上で利用できる製品で
す。AWS 上に構築したシステムでも、
ONTAP によるオンプレミス環境と同等
レベルでのデータ管理とデータアクセ
スを実現するソリューションです。

「Cloud Volumes ONTAP と SnapMir-
ror を利用したAWS 上でのデータ保護
を、オンプレミスでのローカルバック
アップと同じ感覚で行えることは大き
なメリットですね」と川邊氏はその使
い勝手を評価します。

Amazon EC2上の仮想サーバーは通
常時は停止してコストを抑えつつ、必
要な時だけインスタンスを立ち上げて
速やかに業務を再開できる仕組みが
構築されています。

「Cloud Volumes ONTAP は、AWS を
利用した DR 環境の構築が可能なだ
けでなく、AWSのコンピュートリソース
を使って『決められた時間内にサービ
ス再開が可能』であることが選定の決
め手になりました。また、ライセンス
体系が柔軟で、他のクラウドバックアッ
プソリューションよりもコストを抑える
ことができました」と川邊氏は話す。

ベネフィット
「データファブリック」ビジョンとともに

ネットアップとの協業をさらに推進

❶ オールフラッシュアレイによる高性能化・高信頼化

❷ バックアップとリストアの高速化・確実性向上

❸ DR環境のパブリッククラウドへの移行

FAS2554
(バックアップストレージ) SnapMirror

（ローカルバックアップ）

AFF8040 
オールフラッシュアレイ

(プライマリストレージ)

Cloud Volumes 
ONTAP

EC2 インスタンス
（平常時は休止）

Direct Connect

J-Hive Service Space（本番環境） AWS（DR環境）

SnapMirror
（遠隔バックアップ）
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「Cloud Volumes ONTAPとSnapMirror
は、データ保護とBCP対策のためにハ
イブリッドクラウドを利用するひとつの
理想形です。このアプローチの先には、
オンプレミスとクラウドを結ぶデータの
最適配置とリソースの最適活用、置き
場所を意識させないシームレスなデー
タ活用が可能な環境が見えてきます」

川邊氏が言う「ハイブリッド環境にお
けるデータの最適配置とリソースの最
適活用」と「置き場所を意識させない
シームレスなデータ活用」が可能な環
境こそ、ネットアップのビジョン「デー
タファブリック」が目指している世界です。

「また、NetApp Cloud Syncを利用して、
AWS のコンピュートリソースとAma-
zon S3オブジェクトストレージで、コス
トを抑えながら業務データの分析基
盤を構築できないか構想を練っていま
す」（川邊氏）

データファブリックのビジョンに基づ
いて開発された Cloud Sync は、オン
プレミスの ONTAP 環境から AWS へ
の高速なデータ移動と、NFS ベースの
データセットからS3オブジェクト形式
への変換を担うユニークなサービス
です。ハイブリッド環境におけるシー
ムレスなデータ活用を具現化するソ
リューションとして注目を集めています。

最後に川邊氏は、次のように締めくく
りました。

「ネットアップは、ストレージベンダー
の中で最もパブリッククラウドとの連
携が進んでいると感じています。Ansi-
ble と連携する構成自動化への取り
組 みでも一歩リードしていますね。

『データファブリック』というビジョン
は明快で、私たちのお客様にとっても
わかりやすい。オンプレミスからパブ
リッククラウドまでを網羅するデータ
の統合管理を、いっそう容易にしてく
れることを期待します」

ネットアップは、ハイブリッド クラウドのデータに関するオー
ソリティです。クラウド環境からオンプレミス環境にわたる
アプリケーションとデータの管理を簡易化し、デジタル変革を
加速する包括的なハイブリッド クラウド データサービスを
提供しています。グローバル企業がデータのポテンシャルを
最大限に引き出し、お客様とのコンタクトの強化、イノベー
ションの促進、業務の最適化を図れるよう、パートナー様と
ともに取り組んでいます。

詳細については、www.netapp.com/jp をご覧ください。
#DataDriven
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ソリューションの構成

ネットアップ製品

NetApp Cloud Volumes ONTAP 
for AWS

NetApp AFF 8040
オールフラッシュアレイ

NetApp FAS 2554

03-6870-7400お問い合わせ
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